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満開の桜と芝桜に映える校訓碑
　創立150周年記念事業の一つ「正面玄関・前庭整備事業」で
みちがえるようになった正面玄関付近。
　あれ以来毎年、春の入学式の頃には色鮮やかな芝桜が花壇
一面を覆い尽くし、新入生達を迎え入れている。
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第
六
十
一
回
全
日
制
・
第
五
十
三
回
定

時
制
卒
業
式
が
三
月
二
日
（
月
）
朝
夕
に

分
け
て
挙
行
さ
れ
た
。

　

山
﨑
校
長
は
式
辞
の
中
で
、
耐
久
舎

「
学
則
」
の
冒
頭
「
学
問
の
要
は
安
民
に

あ
り
」
に
つ
い
て
ふ
れ
る
と
と
も
に
、
文

化
勲
章
受
章
者
の
瀬
藤
象
二
先
生
が
、
私

立
耐
久
中
在
学
時
代
、
宝
山
校
長
か
ら
贈

ら
れ
た
「
論
語
」
の
一
節
を
終
生
座
右
の

銘
と
さ
れ
た
と
い
う
逸
話
を
紹
介
し
、
自

分
の
得
意
と
す
る
こ
と
を
通
じ
て
世
の
た

め
人
の
た
め
に
役
に
立
つ
と
い
う
「
済
生

利
民
」
の
精
神
が
必
要
で
あ
る
と
話
さ
れ

た
。
ま
た
梅
田
恵
以
子
先
生
の
詩
「
明
日

に
向
か
っ
て
走
れ
」
を
披
露
し
、
私
達
の

「
ふ
る
さ
と
紀
州
」
に
つ
い
て
胸
を
張
っ

て
語
れ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
強
調
さ

れ
た
。

　

下
野
会
長
は
、
コ
ブ
ク
ロ
の
「
時
の

足
音
」
の
歌
詞
「
出
会
い
が
道
を
作
る

〜　

同
じ
痛
み
を
分
け
合
え
る
事　

い
つ

し
か
喜
び
に
変
わ
る
」
を
引
用
さ
れ
、
こ

れ
か
ら
は
皆
さ
ん
に
は
多
く
の
出
会
い
が

あ
る
、「
一
期
一
会
」
の
精
神
で
、
心
か

ら
そ
の
人
と
接
し
、
道
を
作
り
、

想
い
を
刻
み
、
絆
を
深
め
て
欲

し
い
と
卒
業
生
に
熱
く
語
り
か

け
た
。

  

平
成
二
十
一
年
度
入
学
式
は
、

四
月
八
日
（
水
）
に
行
わ
れ

た
。
全
日
制
二
四
〇
名
、
定
時

制
二
三
名
の
入
学
が
許
可
さ
れ

た
。
全
日
制
入
学
式
で
は
、
新

入
生
を
代
表
し
て
網
代
康
人
君

が
宣
誓
を
行
い
、
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
希
望
に
満
ち
た
高
校
生
活
の

ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
。

同窓会活動報告

卒業式…会長
神戸峰男名古屋芸術大学教授 来校
…校長・会長・顧問

有田耐久会役員会（学校）
四役員会（学校）
有田耐久会役員会（学校）
関東耐久会総会（ホテルメトロポリタン池袋）
…校長・会長・事務局

四役員会（学校）
菊地海荘「古文書」贈呈式（湯浅町役場）
…校長・会長

有田耐久会役員懇親会（有田川町「蔵」）
四役員会（学校）
会報編集委員会（学校）
県同窓会連絡協議会総会
（マリーナシティ・ロイヤルパインズＨ）

…校長・会長・副会長・会計・事務局

四役員会（学校）
会報編集委員会（学校）
有田耐久会役員会（学校）

2009（Ｈ21）年
2
6

18
1
13
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21
4

9
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4
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3.

5．

6．

7.

8.

平
成
二
十
年
度 

卒
業
式
・
平
成
二
十
一
年
度 

入
学
式

同窓会から
全国大会出場クラブ
への激励金贈呈

　
Ｈ 21. ７.10
柔道部
　全国高校総体出場   （奈良県）
空手部
　全国高校総体出場   （奈良県）
マンドリン部
　全国高校ギター･マンドリン
　フェスティバル出場 （大阪府）
書道部
　全国高校総合文化祭出品
　　　　　　　　　   （三重県）
　
　上記のとおり、校長室にて
激励式が行われ、下野会長か
ら各クラブの主将・代表者に
激励金が贈呈されました。

同窓会本部及び
有田耐久会総会のご案内
　と　き　平成 21年 9月 27日（日）
　ところ　湯浅町地域福祉センター
　　　　　湯浅町道町北
　受　付　12：30

◆第一部　13：00～
　　①落　語　　桂 枝

し そ
曾丸
まる

　　②耐久４代表彰
（耐久卒業又は在学中が４代に
　わたる直系家族）
※耐久４代表彰に該当するご家族は、
自薦他薦を問わず事務局までお知ら
せ下さい。

◆第二部　14：00～
総会（議題の審議・160 周
年記念事業実行委員会組織
について　他）

　懇親会　15：00～ 17：00
　　　　　会費 2,000 円

支
部
連
絡
先

 関 東 耐 久 会 
会長　九　鬼　利　郎

〒 160-0022  東京都新宿区新宿 1-3-12-1002
株式会社 オフィス ココ　桜バンケット

Tel  03-3359-9520

 関 西 耐 久 会 
会長　萩　平　　　勲

〒540-0012  大阪市中央区谷町 1-3-17-301 号
ビジネス インテグレート㈱

Tel  06-6941-8282

 和歌山耐久会 
会長　田　辺　善　彦

〒640-8144  和歌山四番丁 26番地の 2
田辺法律事務所

Tel  073-431-2801

 有 田 耐 久 会 
会長　柏　原　政夫美

〒643-0004  有田郡湯浅町湯浅 1985
耐久高等学校・同窓会事務局

Tel  0737-62-4148

同窓会のホームページURL　http://www.taikyu-h.wakayama-c.ed.jp/obroom/obindex.htm
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平
成
21
年
度
の
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の

利
便
性
の
良
さ
と
不
況
の
影
響
か

ら
二
年
ぶ
り
に
志
願
者
が
微
増
し

ま
し
た
。
受
験
率
も
過
去
10
年
間

で
最
高
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

セ
ン
タ
ー
試
験
の
問
題
は
難
化

し
、
28
科
目
中
、
18
科
目
の
平
均

点
が
ダ
ウ
ン
し
た
た
め
総
合
平
均

点
は
22
．5
点
と
大
幅
に
ダ
ウ
ン

し
ま
し
た
。

　

国
公
立
大
に
お
い
て
は
、
セ
ン

タ
ー
試
験
の
難
化
に
よ
り
、
個
別

学
力
テ
ス
ト
全
体
の
志
願
者
は
や

や
減
少
し
ま
し
た
が
、
前
期
日
程

で
は
ほ
ぼ
前
年
並
み
の
志
願
倍
率

と
な
り
厳
し
い
入
試
と
な
り
ま
し

た
。

　

私
立
大
学
は
、
一
般
入
試
、
セ

ン
タ
ー
利
用
入
試
と
も
に
志
願
者

は
増
加
し
ま
し
た
。
地
区
別
志
願

動
向
で
は
、
都
市
圏
で
は
「
東
高

西
低
」
に
、
地
方
で
は
「
西
高
東

低
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
セ
ン
タ
ー
試
験
の

難
化
と
い
う
厳
し
い
状
況
の
中

で
国
公
立
大
学
に
は
23
名
が
合
格

（
過
年
度
生
を
含
む
）
を
決
め
ま

し
た
。
一
方
、
上
智
、
明
治
、
同

志
社
、
立
命
館
、
関
西
、
関
西
学

院
に
延
べ
36
名
が
合
格
。
ま
た
京

都
産
業
、
近
畿
、
甲
南
、
龍
谷
に

延
べ
60
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
入
試
に
お
い
て
本

校
生
徒
は
、
国
公
立
大
学
よ
り

は
、
都
市
部
の
有
名
私
学
を
志
願

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
今
後

学
費
も
安
く
、
教
員
一
人
あ
た
り

の
学
生
数
も
少
な
い
国
公
立
大
学

を
目
指
す
よ
う
、
早
い
時
期
か
ら

指
導
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
試
験
と
個
別
学
力
テ

ス
ト
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
補
習
や

進
路
別
展
開
講
座
等
を
充
実
さ

せ
、
個
々
の
生
徒
の
進
路
目
標
実

現
の
た
め
に
で
き
る
限
り
サ
ポ
ー

ト
体
制
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

７
月
７
日
（
火
）、
姉
妹
校
で
あ
る
ケ
リ
ケ
リ
高
校

（
Ｎ
Ｚ
）
か
ら
の
短
期
留
学
団
（
生
徒
７
名
、先
生
２
名
）

の
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
歓
迎
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
相
互
の
代
表

者
挨
拶
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
留
学
団

の
皆
さ
ん
は
マ
オ
リ
族
の
伝
統
的
な
歌
と
踊
り
を
披

露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
素
晴
ら
し
い
で
き
ば
え

に
本
校
の
生
徒
た
ち
も
大
い
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

留
学
団
は
、
湯
浅
町
内
の
諸
施
設
見
学
、
広
島
・

京
都
等
を
訪
れ
る
２
泊
３
日
の
研
修
旅
行
、
高
野
山

訪
問
、
体
験
授
業
等
様
々
な
体
験
を
積
み
、
親
睦
を

深
め
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
名
残
を
惜
し
み
な

が
ら
、
22
日
に
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。

進
路
指
導
部
長　

柴
田　

秀
作

平
成
21
年
度
大
学
入
試　

進
路
概
況
に
つ
い
て

　
　

卒
業
生
229
名                 

国
公
立
大
学
（
実
合
格
者
数
）

　

大
阪
市
立
大　

工
学
部 

（
１
）

　

大
阪
府
立
大　

人
間
社
会
学
部 

（
１
）

　

大
阪
府
立
大

　
　

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部 

（
１
）

　

大
阪
府
立
大　

看
護
学
部 
 

（
１
）

　

和
歌
山
大　
　

経
済
学
部 

（
5
）

　

和
歌
山
大　
　

観
光
学
部 
（
１
）

　

和
歌
山
大　
　

教
育
学
部 
（
5
）

　

和
歌
山
県
立
医
科
大

　
　
　
　
　
　
　

保
健
看
護
学
部   

（
２
）

　

徳
島
大　
　
　

工
学
部 

（
２
）

　

愛
媛
大　
　
　

教
育
学
部 

（
１
）

　

愛
知
県
立
芸
術
大　

音
楽
学
部 

（
１
）

　

高
崎
経
済
大　

経
済
学
部 

（
１
）

　

高
知
工
科
大　

情
報
学
部 

（
１
） 

私
立
大
学
（
延
べ
合
格
者
数
）

　

上
智
大 

（
１
）

　

明
治
大 

（
１
）

　

同
志
社
大 

（
７
）

　

立
命
館
大 

（
11
）

　

関
西
大 

（
７
）

　

関
西
学
院
大 

（
９
）

　

龍
谷
大 

（
17
）

　

京
都
産
業
大 

（
11
）

　

近
畿
大 

（
28
）

　

甲
南
大 

（
４
）

　

佛
教
大 

（
13
）

　

京
都
女
子
大 

（
２
）

　

同
志
社
女
子
大 

（
３
）

　

大
阪
工
業
大 

（
２
）

 

他

公
立
短
期
大
学
（
実
合
格
者
数
）

　

京
都
市
立
看
護
短
大 

（
１
）

　

岐
阜
市
立
女
子
短
大 

（
１
）

　

福
山
市
立
女
子
短
大 

（
１
）

私
立
短
期
大
学
（
実
合
格
者
数
）

　

和
歌
山
信
愛
女
子
短
大 

（
８
）

　

武
庫
川
女
子
大
短
大 

（
３
）

　

京
都
女
子
大
短
大 

（
１
）

　

関
西
外
国
語
大
短
大 

（
２
）

 

他 

専
門
学
校
（
実
合
格
者
数
）

　

和
歌
山
赤
十
字
看
護 

（
２
）

　

和
歌
山
県
立
高
等
看
護 

（
２
）

　

星
ヶ
丘
厚
生
年
金
看
護 

（
３
）

　

野
上
厚
生
総
合
病
院
附
属
看
護 

（
２
）

 

他 

公
務
員
・
就
職
（
実
合
格
者
数
）

　

公
務
員 
（
１
）

　

関
西
電
力 

（
１
）

　

住
友
金
属
工
業 

（
１
）

　

東
燃
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油 

（
２
）

　

三
菱
電
線
工
業 

（
５
）

　

西
日
本
旅
客
鉄
道 

（
１
）

　

あ
り
だ
農
業
協
同
組
合 

（
１
）

 

他

歓
迎
！　

ケ
リ
ケ
リ
高
校

　
　
　
　
　

  

短
期
留
学
団
（
７
月
７
日
）

  頑張れ！耐久生

齋  藤　春太郎
（旧中42期）

母校への、ご理解とご支援を！

九  鬼  清  典 （高26期）

九鬼クリニック耳鼻咽喉科

〒649-0300  有田市新堂56
TEL （0737）85－1187



耐久高等学校同窓会報　　　　第24号 （ 4 ）

　

湯
浅
町
栖
原
出
身
の
江
戸
後
期
の

志
士
、
儒
者
・
漢
詩
人
、
菊
池
海
荘

（
１
７
９
９
〜
１
８
８
１
）
の
子
孫

に
あ
た
る
菊
池
武
昭
氏
（
東
京
都
）
と

海
荘
の
子
孫
と
親
交
が
あ
っ
た
木
村

元
三
氏
（
神
戸
市
）
か
ら
、
故
郷
や
四

季
を
詠
ん
だ
海
荘
直
筆
の
「
漢
詩
」
や

「
書
」
を
耐
久
高
校
と
湯
浅
町
に
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
文
書
は
、
画
家
で
あ
っ
た
海
荘

翁
の
孫
が
木
村
家
に
永
年
逗
留
さ
れ
た

お
礼
と
し
て
置
い
て
い
か
れ
、
木
村
氏

の
祖
父
が
最
近
ま
で
大
切
に
保
管
し
て

こ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

  

海
荘
翁
の
子
孫
で
あ
る
菊
池
武
昭
さ

ん
は
、
東
大
時
代
よ
り
友
人
で
あ
る
和

歌
山
耐
久
会
会
長
田
辺
善
彦
弁
護
士
と

相
談
さ
れ
、
地
元
に
寄
贈
す
る
意
向
を

固
め
ら
れ
ま
し
た
。
地
元
で
は
、
田
辺

善
彦
氏
と
親
交
の
あ
る
湯
浅
町
観
光
協

会
会
長
大
原
裕
氏
が
、
菊
池
家
と
連
絡

を
取
り
、
そ
の
ご
尽
力
の
お
陰
で
、
寄

贈
に
至
り
ま
し
た
。

　

菊
地
海
荘
翁
は
、
家
業
の
砂
糖
・

薬
問
屋
を
継
ぎ
江
戸
で
大
成
す
る
傍

ら
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
郷
土
の

指
導
者
と
し
て
努
め
、
詩
に
親
し
み
故

郷
に
古こ

碧へ
き
ぎ
ん
し
ゃ

吟
社
を
創
設
。
天
保
７
年

（
１
８
３
６
）
の
天
下
飢
饉
に
際
し
、

私
財
を
投
じ
て
郷
里
の
栖
原
坂
と
田
村

坂
の
切
り
下
げ
工
事
を
行
い
、
由
良
港

を
開
拓
す
る
な
ど
の
公
共
事
業
を
実
施

し
て
難
民
や
失
業
者
を
救
い
ま
し
た
。

　

海
荘
翁
は
20
歳
年
下
に
な
る
濱
口

梧
陵
先
生
に
多
大

な
影
響
を
与
え
た

と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
１
８
７
０

（
明
治
３
）
年
、

耐
久
社
の
新
校
舎

落
成
を
記
念
し

て
、
玄
関
に
掲
げ

ら
れ
た
「
耐
久

社
」
扁
額
は
、
菊
池
海
荘
の
書
に
よ
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
梧
陵
先
生
は
勝
海

舟
と
莫
逆
の
友
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
菊
池
海
荘
の
紹
介
で
出
会

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
２
点
の
文
書

は
、
同
窓
会
で
表
具
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
末
永
く
保
存
し
、

教
育
教
材
と
し
て
活
用
し
、
地
元
に
立

派
な
先
輩
が
お
ら
れ
た
こ
と
を
十
分
に

認
識
し
、
未
来
永
劫
〝
日
本
の
菊
地
先

生
〞
を
誇
り
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

Ⅰ 
小
學
国
語
読
本 

巻
十
（
尋
常
科
用
）

Ⅱ 
小
学
科
国
語 

六

（
国
民
学
校
用
）

中
井
常
蔵
先
生（
旧
中
18
期
）の 

「
稲
む
ら
の
火
」が
こ
の
本
の
中
に

載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
願
い

※

昭
和
十
二
年
か
ら
尋
常
高
等
小
学
校
用

と
し
て
（
巻
十
）、
又
、
十
六
年
か
ら
国

民
学
校
小
学
科
用
六
と
し
て
昭
和
二
十

二
年
迄
教
材
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
科
書
を
お
持
ち
の
方
は
、
学

校
の
方
に
ご
寄
贈
願
え
な
い
で
し
ょ

う
か
？

　

曇
り
空
の

好
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
の

も
と
校
内
球

技
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
度

か
ら
一
日
開

催
に
な
っ
た

球
技
大
会
で

す
が
、
今
年

も
、大
会
に
向
け
て
各
ク
ラ
ス
で
放
課
後
・

早
朝
と
熱
心
に
練
習
に
取
り
組
む
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
今
年
度
、
昨
年
ま
で
の
大

会
と
大
き
く
変
更
さ
れ
た
点
は
、
予
選
リ

ー
グ
戦
制
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
チ
ー
ム
も

最
低
２
試
合
で
き
る
こ
と
に
な
り
、ま
た
、

勝
敗
だ
け
で
な
く
得
失
点
ま
で
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
進
出
に
絡
ん
で
く
る
た
め
、
例

年
に
も
ま
し
て
、
集
中
力
の
途
切
れ
な
い

レ
ベ
ル
の
高
い
試
合
が
多
か
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。

　

総
合
成
績
の
方
は
、
や
は
り
３
年
生
が

貫
録
を
見
せ
上
位
を
占
め
て
い
ま
し
た
が

（
優
勝
は
各
種
目
で
圧
倒
的
な
力
を
発
揮

し
た
３
年
３
組
）、
そ
の
中
で
１
年
２
組

が
総
合
２
位
に
食
い
込
む
大
健
闘
を
見
せ

た
の
が
見
事
で
し
た
。
こ
の
大
会
を
通
じ

て
、
勝
敗
に
か
か
わ
ら
ず
よ
り
一
層
ク
ラ

ス
の
親
睦
の
和
が
深
ま
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

菊
池
海
荘
文
書
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
て

校　

長　
　

山　

﨑　

正　

互

校
内
球
技
大
会
開
催 

６
月
９
日（
火
）

デジカメよりプリントは
超高画質フジカラー純正で20分仕上げ！

オークワ湯浅店TEL（0737）63－2170
オークワ吉備店TEL（0737）52－7808

　母校の充実発展を!!
　　

　　　　下　野　憲　英（高13期）
　　　　湯浅町湯浅1606・TEL0737-62-4405
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最
近
特
に
地
域
活
性
化
と
か
地
産
地
消
と

か
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
各
地
域
の
各

種
団
体
な
ど
が
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
頑
張
っ

て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。

　

9
年
前
「
鯖
っ
と
鯵
祭
り
」
を
企
画
。
そ

の
ま
つ
り
に
関
係
の
深
い
多
く
の
各
種
団
体

に
協
力
を
求
め
、協
力
の
人
間
関
係
を
築
き
、

町
・
県
・
Ｊ
Ｒ
に
協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
が

一
つ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
な
り
、
そ
の
後
、
湯

浅
で
は
活
発
に
核
分
裂
を
起
こ
し
始
め
た
こ

と
に
気
付
く
人
は
少
な
い
で
し
ょ
う
が
、「
シ

ロ
ウ
オ
ま
つ
り
」
と
か
「
湯
浅
ま
ち
お
こ
し

連
絡
協
議
会
」「
行
灯
ま
つ
り
」
な
ど
に
少

な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
組
織
し
て
き
た
メ
ン
バ
ー
構
成
よ

り
も
更
に
、
こ
れ
以
上
の
町
ぐ
る
み
は
な
い

の
で
は
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
メ
ン
バ
ー
で
実

行
委
員
会
を
独
断
と
偏
見
で
構
成
し
、
試
み

た
の
が
「
湯
浅
姓
の
ル
ー
ツ
を
探
ろ
う
」
イ

ベ
ン
ト
で
し
た
。

　

実
行
委
員
に
は
、
観
光
協
会
・
商
工
会
・

婦
人
会
・
グ
リ
ー
ン
ソ
サ
ェ
テ
ィ
・
湯
光
会

の
他
に
歴
史
研
究
家
・
郷
土
史
家
・
住
民
・

町
議
会
議
員
・
地
元
銀
行
・
県
職
Ｏ
Ｂ
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
・
伝
建
保
存
地
区
役
員
・

湯
浅
姓
・
町
事
務
局
で
組
織
し
、
昨
年
4
月

に
準
備
委
員
会
を
、
6
月
に
実
行
委
員
会
を

立
ち
上
げ
会
議
数
は
の
べ
20
回
以
上
を
重
ね

ま
し
た
。

　

さ
て
イ
ベ
ン
ト
の
目
的
で
す
が
、
全
国
に

湯
浅
と
い
う
地
名
な
ど
も
な
く
、
湯
浅
姓
の

方
々
は
全
て
こ
の
湯
浅
町
ゆ
か
り
の
人
で
あ

り
、
湯
浅
姓
の
方
々
も
ル
ー
ツ
に
非
常
に
関

心
を
持
ち
、
機
会
が
あ
れ
ば
訪
れ
た
い
の
で

は
な
い
か
、
ま
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
っ
て

日
本
各
地
で
湯
浅
会
な
ど
出
来
れ
ば
、
今
後

湯
浅
へ
の
来
訪
で
交
流
人
口
が
増
え
、
全
国

各
地
で
湯
浅
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
機
能

し
た
り
、
地
元
物
産
な
ど
も
活
発
に
展
開
で

き
る
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
し
た
。

　

昨
年
末
Ｎ
Ｔ
Ｔ
記
載
の
約
８
８
０
０
名
に

往
復
は
が
き
を
送
り
、
１
５
４
４
名
の
方
か

ら
ア
ン
ケ
ー
ト
返
信
。
是
非
で
き
れ
ば
行
き

た
い
と
い
う
約
６
０
０
名
の
方
々
に
開
催
の

お
知
ら
せ
を
封
書
で
お
送
り
し
、
出
席
は

３
２
０
名
で
し
た
。
4
月
19
日
「
私
た
ち
の

祖
先　

湯
浅
氏
の
活
躍
を
偲
ぶ
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
垣
内
貞
先
生
が
講
演
。
み
な
さ
ん

真
剣
で
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
後
各
地
域

に
分
か
れ
て
の
昼
食
交
流
会
。
14
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
2
名
づ
つ
優
秀
な
世

話
人
を
置
き
連
絡
員
の
選
考
と
見
学
で
の
面

倒
を
見
て
い
た
だ
く
。
ブ
ロ
ッ
ク
別
バ
ス
で

湯
浅
党
ゆ
か
り
の
勝
楽
寺
・
湯
浅
城
跡
を
垣

内
・
戒
両
先
生
の
説
明
の
も
と
で
見
学
。
夜

は
醤
油
の
香
り
漂
う
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

指
定
地
区
と
行
灯
ア
ー
ト
と
の
コ
ラ
ボ
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
、
翌
日
に
は
湯
浅
党
一
族

で
明
恵
上
人
開
山
の
施
無
畏
寺
〔
垣
内
先

生
・
中
島
昭
憲
住
職
の
お
話
〕
や
熊
野
古
道

と
重
伝
建
地
区
コ
ー
ス
〔
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
案
内
〕
を
持
ち
、
心
配
し
た
事
故
な
ど

も
な
く
天
候
に
も
恵
ま
れ
終
了
。

　

町
内
の
旅
館
は
2
日
間
ほ
ぼ
満
員
で
、
小

さ
い
旅
館
が
幸
い
し
た
の
か
北
海
道
か
ら
鹿

児
島
の
方
々
が
夕
食
時
、
親
類
み
た
い
に
和

気
あ
い
あ
い
と
会
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま

し
た
。
延
べ
２
４
０
名
も
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
、
景
気
低
迷
の

中
、
沢
山
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
厚
意
で
、
こ

れ
だ
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
ま
し
た
こ

と
感
謝
一
杯
で
す
。

　

礼
状
が
沢
山
届
い
て
お
り
、

１
．初
め
て
の
湯
浅
イ
ベ
ン
ト
に
感
謝
感
激
。

２
．み
ん
な
が
心
温
ま
る
親
切
で
び
っ
く
り
。

３
．多
く
の
労
力
と
費
用
に
感
謝
の
言
葉
。

今
回
も
民
間
主
導
で
窓
口
は
行
政
と
い
う
こ

と
で
進
め
て
来
ま
し
た
が
、
や
は
り
民
官
協

同
が
私
の
理
想
と
す
る
所
で
し
た
か
ら
ま
ず

ま
ず
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

菊
池
海
荘
翁
の
古
文
書
を
菊
池
様
・
木
村
様

よ
り
湯
浅
町
に
贈
呈
に
つ
い
て

　

菊
池
武
昭
氏
は
海
荘
さ
ん
の
ご
子
孫
で
私

の
友
人
の
田
辺
善
彦
弁
護
士
が
東
大
時
代
よ

り
友
人
と
い
う
こ
と
で
ご
紹
介
を
受
け
、
直

接
電
話
な
ど
で
ご
本
人
や
お
母
様
と
海
荘
遺

品
寄
贈
に
つ
い
て
連
絡
を
取
り
合
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
丁
度
そ
の
頃
に
神
戸
市
木
村
元

三
氏
よ
り
菊
池
家
に
連
絡
が
入
り
「
海
荘
翁

の
孫
さ
ん
が
画
家
と
し
て
木
村
家
に
長
年
逗

留
さ
れ
た
際
お
礼
と
し
て
海
荘
文
書
を
置
い

て
い
か
れ
ま
し
た
が
、
高
齢
の
た
め
大
切
に

保
存
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
文
書
を
菊
池
家
に
お

戻
し
し
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
結
局
私
の
手

元
で
お
預
か
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
海
荘
翁

が
、浜
口
梧
陵
翁
が
開
設
さ
れ
た
「
耐
久
社
」

の
扁
額
の
文
字
を
書
か
れ
た
事
、
又
、
年
下

で
あ
る
梧
陵
翁
に
多
大
の
影
響
を
及
ぼ
し
た

と
い
う
関
係
か
ら
、
今
回
、
ゆ
か
り
の
耐
久

高
校
に
も
2
点
を
田
辺
先
生
と
相
談
の
上
、

寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
19
年
3
月
24
日
湯
浅
町
生
ま
れ

昭
和
37
年
3
月　

耐
久
高
校
卒
業
（
高
14
期
）

昭
和
41
年
3
月　

関
西
学
院
大
学
経
済
学
部
卒
業

昭
和
44
年
4
月　

家
業
の「
千
代
の
家
」を
継
ぐ

・
湯
浅
町
観
光
協
会
会
長

・
サ
バ
っ
と
ア
ジ
ま
つ
り
実
行
委
員
長

・「
湯
浅
姓
の
ル
ー
ツ
を
探
ろ
う
」
実
行
委
員
長

・
有
田
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
第
27
代
会
長

大　

原　
　
　

裕

「
町
お
こ
し
」と

「
湯
浅
姓
の
ル
ー
ツ
を
探
ろ
う
」イ
ベ
ン
ト

貸し出し用校章小旗と名札を用意しています。同期会の集いに、ご利用下さい。（事務局）
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去
る
五
月
十
六
日
（
日
）
第
八
回
関

東
耐
久
会
総
会
は
ホ
テ
ル　

メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
（
池
袋
）
に
て
約
七
十
名
の
参

加
者
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

耐
久
高
校
創
立
百
五
十
周
年
を
契
機

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
関
東
耐
久
会
も

回
を
重
ね
る
こ
と
八
回
目
と
な
り
ま
し

た
。
最
近
は
旧
耐
久
中
学
校
、
旧
有
田

高
等
女
学
校
の
卒
業
生
の
方
々
が
体
調

の
関
係
か
ら
か
出
席
率
が
や
や
低
く

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
残
念
で
あ
り

ま
す
。

　

今
回
も
下
野
同
窓
会
会
長
、
山
﨑
耐

久
高
校
校
長
、
上
山
湯
浅
町
町
長
、
西

衆
議
院
議
員
の
ご
来
臨
を
賜
り
、
加
え

て
各
支
部
同
窓
会
会
長
、
幹
事
役
の

方
々
の
ご
参
加
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
事
と
し
て
昨
年
度
活
動
成
果
、
今

年
度
活
動

計
画
の
報

告
等
の
後
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招

致
本
部
事
務
に
か
か
わ

る
当
高
卒
業
生
の
雑
賀

氏
（
昭
48
年
卒
）
よ
り
、

招
致
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

バ
ッ
ジ
等
の
配
布
依
頼

が
あ
り
、
出
席
者
に
お

渡
し
し
ま
し
た
。

　

つ
い
で
懇
親
会
に
入
り
、
今
年
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
当
会
評
議
員
の
来
條

様
の
ご
推
薦
に
よ
る
、
岩
本
ガ
ン
子
先

生
の
「
シ
ャ
ン
ソ
ン
＆
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ

と
ピ
ア
ノ
演
奏
」
で
し
た
。

　

迫
力
あ
る
歌
唱
力
に
圧
倒
さ
れ
、

ユ
ー
モ
ア
あ
る
話
ぶ
り
に
会
場
は
大
い

に
沸
き
ま
し
た
。
出
席
者
も
一
緒
に
歌

う
場
面
も
あ
り
、「
ろ
く
で
な
し
」「
恋

心
」「
ふ
る
さ
と
」
等
を
歌
い
、
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
懇
親
会
で
は

郷
里
よ
り
取
り
寄
せ

た
「
な
れ
ず
し
」
の
味

に
故
郷
を
思
い
出
し
、

話
は
一
段
と
佳
境
に

入
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
席
で
、
本

部
で
制
作
さ
れ
た
朗
読

劇
「
生
け
る
神　

濱
口

梧
陵
」
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
で
映
し
だ
さ
れ
鑑

賞
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

約
三
時
間
半
の
総
会

＆
懇
親
会
は
あ
っ
と
言

う
間
に
終
わ
り
ま
し
た

が
、
終
了
後
も
ホ
テ
ル

内
で
の
二
次
会
等
も
ク
ラ
ス
毎
地
域
毎

に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　

な
お
、
今
年
の
関
東
耐
久
会
の
行

事
予
定
は
九
月
十
七
日
（
木
）
宿
泊
、

十
八
日
（
金
）
プ
レ
ー
と
な
る
ゴ
ル
フ

大
会
、
十
月
三
十
一
日
（
土
）
の
バ
ス

旅
行
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ゴ
ル
フ
は

軽
井
沢
、
バ
ス
旅
行
は
東
京
湾
ア
ク
ア

ラ
イ
ン
と
地
引
網
体
験
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

関
東
地
区
で
の
会
員
募
集
を
し
て
お

り
ま
す
。
関
東
地
区
在
住
の
方
を
ご
存

じ
で
し
た
ら
是
非
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

情
報
ボ
ッ
ク
ス

組織強化支援事業
平成17年度より毎年
①卒業後4年を経過した学年
②50歳になられた学年
これら2学年を対象に同窓会
開催を呼びかけ支援（案内
状に対する経費負担等）を
行うもので、毎年大変喜ば
れております。

次はあなた達の番です! 貸出し用校章小旗と
　　　名札を用意してます。

・高58期（平成18年3月卒業）
　　　　　　と
・高31期（昭和54年3月卒業）

　上記、期の幹事・世話人の方
には今から計画・準備をお願い
します。すばらしい集会を演出
して下さい。

クラス会・同窓会の集いに重宝されると
思います。精々ご利用下さい。  （事務局）

関
東
耐
久
会
事
務
局

　
　

東
京
都
新
宿
区
新
宿

　
　
　

一
―
三
―
十
二
―
一
〇
〇
二

　
　

株
式
会
社
オ
フ
ィ
ス
コ
コ

　
　
　

桜
バ
ン
ケ
ッ
ト

　

☎
〇
三
―
三
三
五
九
―
九
五
二
〇

第
八
回　

関
東
耐
久
会
総
会

〒160-0022

株式会社　柏原運送
柏　原　政夫美（高19期）

有田川町天満 328 － 2
（会社）TEL（0737）52 － 5235
（自宅）TEL（0737）52 － 3426

同窓会への問いかけ・ご提言は、何なりとお申し出下さい。（事務局）

同窓会のご宴会・ご宿泊は

〒643－0002
和歌山県有田郡湯浅町青木75番地
　TEL（0737）63－66 8 8㈹

代表取締役 尾﨑 定平 （高 3期）

Ｍａｅｓｔｒｏ
尾崎家具装飾株式会社

湯浅町湯浅1044（JR湯浅駅前）
TEL（0737）62－2357
URL http://www.e-maestro.jp
E-mail info@e-maestro.jp

odern presentation theater
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関
西
耐
久
会
は
春
と
秋
に
、
1
年

に
2
回
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
年
の
春
の
コ
ン
ペ
は

平
成
21
年
５
月
20
日
（
水
）、
泉
佐
野

カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で
、
皐
月
晴
れ

の
も
と
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
5
組
、
20
名
で
し
た
。

　

ダ
ブ
ル
ペ
リ
ヤ
方
式
の
Ｈ
Ｄ
キ
ャ

ッ
プ
競
技
で
、
優
勝
は
宮
井
裕
和
さ

ん
（
高
32
）
で
、
若
さ
と
体
力
を
発

揮
し
た
、
ア
ン
ダ
ー
パ
ー
の
ネ
ッ
ト

71
．2
と
い
う
好
ス
コ
ア
で
し
た
。
2

位
は
松
本
秀
法
さ
ん
（
元
職
員
）、
３

位
は
大
原
裕
さ
ん
（
高
14
）
で
し
た
。

　

年
長
者
は
奥
田
孝
次
さ
ん
（
高
４
）

と
土
岐
康
二
さ
ん
（
高
７
）。
お
二
人

と
も
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
よ
く
飛
ん
で
、

ゴ
ー
ル
ド
テ
ィ
ー
か
ら
で
は
あ
る
が
、

常
に
ド
ラ
コ
ン
の
飛
び
。
年
齢
を
重

ね
て
も
〝
こ
う
あ
り
た
い
〞
理
想
形

で
す
。
女
性
は
、
毎
回
ご
参
加
の
宮

内
佳
子
さ
ん
（
高
14
）
の
紅
1
点
で

し
た
。

　

有
田
か
ら
は
下
野
憲
英
同
窓
会
長

に
ご
参
加
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
岩
崎
文
彦
さ
ん
（
高

18
）
は
ベ
ス
グ
ロ
の
大
活
躍
で
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
幹
事
の
岡
伸
彦
さ
ん
（
高

14
）、
田
尻
満
男
さ
ん
（
高
14
）、
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
毎
回
、
ア
ク

セ
ン
ト
の
利
い
た
運
営
に
感
謝
し
ま

す
。
横
山
幹
事
長
（
高
14
）
は
社
用

で
欠
席
で
し
た
が
、
美
味
し
い
参
加

賞
を
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を

い
た
だ
き
、
今
日
の
疲
れ
を
吹
き
飛

ば
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
11
月
11
日
（
水
）

泉
佐
野
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で
開
催

し
ま
す
。〝
腕
自
慢
、
健
康
自
慢
〞
集

ま
れ
で
す
。

　
（
関
西
耐
久
会
会
長　

萩
平　

勲
）

 　

去
る
3
月
25
日
（
水
）
有
田
東
急

ゴ
ル
フ
に
於
い
て
、
10
組
40
名
の
方
々

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
盛
大
に
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

初
参
加
の
大
西
和
彦
さ
ん
が
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
を
達
成
す
る
な
ど
、
皆
さ
ん

持
ち
前
の
腕
を
競
い
合
い
、
同
窓
生
と

し
て
の
親
睦
を
深
め
た
楽
し
い
一
日
で

し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
卒
業
生
有
志
の

方
々
が
お
世
話
を
し
て
く
だ
さ
り
、
28

回
の
歴
史
を
刻
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
10
月
21
日
（
水
）

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て

御
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
有
田
耐
久
会
会
長　

柏
原
政
夫
美
）

―私の大切な宝物―
　2005 年にゴルフのＵＳオープンを観戦す
る機会がありました。賞味期限の切れた話題
でもあり恐縮に思ったのですが、ウッズやミ
ケルソンなど世界のビッグネーム達のプレー
を間近で観ることが出来た感動をお伝えでき
ればと思い、写真とともに掲載させて頂きま
した。場所はノースカロライナ州にある「パ
インハースト No.2」。戦略的コースとしては
世界で最も有名なコースだそうです。ＵＳオ
ープンはこのような難攻不落のコースで開催
されゴルフ世界一を競い合います。ちなみに
優勝スコアーがイーブンパーになるようにコ
ースセッティングされているそうです。幸運
にも多くのギャラリーに混ってＵＳオープン
に参加できた喜びは私にとって大切な宝物と
なりました。　　　　　　森本　好典（高15期）

2005 全米オープン会場

ペインスチュアートの銅像前にて

春
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催

関
西
耐
久
会

有
田
耐
久
会

第
1
回
有
田
耐
久
会

（
第
29
回
耐
久
会
）

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

最近まぎらわしい呼びかけの電話や郵便が多くなった様です。十分ご注意下さい。

江川和志（高19期）
和歌山市紀三井寺840－39－106（メゾン山水）
TEL（073）448－2501 FAX（073）448－2502

代表取締役 阪  本  享  三

株式会社 酒 本 運 送

〒643-0034  有田川町小島231－1

E-mail:sakak@cypress.ne.jp
http://sakamoto-unso.com

ＴＥＬ：0737－52－6588
ＦＡＸ：0737－52－6822

―9ホール・ナイター設備完備―

吉備インターゴルフセンター

inter
GOLFkibi

和歌山県有田郡有田川町土生409
ＴＥＬ：0737－52－5678
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齋
藤　

春
太
郎（
旧
中
40
期
）

　

過
日
拙
宅
の
倉
庫
を
整
理
し
て
い
る
時
、

一
冊
の
古
び
た
小
冊
子
を
発
見
し
た
。

　

表
紙
に
は
、
昭
和
二
十
年
度
『
第
三
学
年

通
年
動
員
日
誌
』
と
あ
る
。
指
を
折
っ
て
見

れ
ば
旧
制
耐
久
中
学
校
四
十
二
期
生
に
当

る
。
そ
の
前
年
に
は
私
達
も
約
半
年
間
同
じ

経
験
を
し
た
ば
か
り
の
学
徒
動
員
の
記
録
で

あ
っ
た
。

　

当
時
、
第
二
次
世
界
大
戦
は
大
詰
め
を
迎

え
、
中
学
生
も
学
校
を
離
れ
生
産
活
動
に
忙

殺
さ
れ
て
い
た
。
因
み
に
耐
久
中
学
校
で

は
、
四
・
五
年
生
（
三
十
八
期
〜
三
十
九

期
）
は
兵
庫
県
播
磨
造
船
所
へ
、
三
年
生
は

日
高
郡
由
良
町
陸
軍
航
空
燃
料
廠し

ょ
うへ

、
終
戦

時
に
四
年
生
に
な
っ
て
い
た
四
十
期
生
は
御

坊
市
の
三
菱
軽
合
金
（
航
空
機
部
品
工
場
）

へ
と
夫
々
に
動
員
さ
れ
、
飢
餓
や
流
行
病
や

空
襲
の
恐
怖
等
に
苛
ま
れ
な
が
ら
過
ご
す

日
々
を
送
っ
て
い
た
。

　

さ
て
、
本
題
に
戻
ろ
う
。
発
見
し
た
「
動

員
日
誌
」
に
よ
れ
ば
、
由
良
町
へ
の
動
員
シ

ス
テ
ム
は
一
学
年
（
甲
・
乙
・
丙
）
の
三
組

を
一
週
間
交
替
で
動
員
し
、
あ
と
二
組
は
学

校
で
授
業
・
運
動
場
開
墾
・
塩
田
開
発
・
軍

事
教
練
な
ど
で
過
ご
し
て
い
た
。

　

動
員
の
引
率
は
職
員
一
名
〜
二
名
が
あ
た

り
、
西
垣
・
齋
藤
・
村
田
・
北
野
な
ど
各
先

生
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。

　

日
誌
の
内
容
は
、
動
員
日
時
・
出
勤
状

況
・
作
業
内
容
・
当
日
の
特
殊
事
情
・
引
率

所
感
等
で
あ
る
が
、
目
を
惹
く
の
は
「
動
員

先
へ
の
抗
議
」
な
ど
引
率
教
員
の
生
徒
に
対

す
る
配
慮
が
窺
え
、
当
時
と
し
て
は
刮か

つ
も
く目

に

値
す
る
記
述
な
ど
も
見
ら
れ
る
。

　

中
学
校
三
年
生
と
言
え
ば
弱
冠
十
五
歳
。

青
春
を
謳
歌
し
た
い
こ
の
時
期
に
過
酷
な
労

働
を
強
い
ら
れ
た
毎
日
の
姿
を
知
る
資
料
と

し
て
、
以
下
内
容
の
一
部
を
抄し

ょ
う
き記

し
て
み

た
。

　

昭
和
二
十
年
四
月
六
日
に
始
ま
っ
た
日
誌

は
同
七
月
十
四
日
に
終
わ
っ
て
い
る
が
、
日

本
が
敗
戦
の
日
を
迎
え
る
の
は
そ
れ
か
ら
一

ヵ
月
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

⑴　

施
設
所
在
地
・
作
業
内
容
等

・
現
在
の
由
良
町
神
谷
地
区
一
帯

・
四
月
六
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
「
廠
長
訓
話
」「
学
校
長
訓
話
」「
生
徒
代

表
宣
誓
」「
係
員
紹
介
」（
作
業
衣
貸
与
）「
即

日
作
業
開
始
」

・
以
後
の
作
業
内
容

　
「
ド
ラ
ム
罐
疎
開
」「
防
空
壕
掘
り
」「
ポ

ン
プ
擬
装
」「
山
頂
陣
地
へ
の
資
材
運
搬
」

「
タ
ン
ク
屋
根
擬
装
」「
対
爆
装
置
作
業
」

「
陣
地
構
築
作
業
」「
倉
庫
建
設
地
地
な
ら

し
」「
木
工
作
業
手
伝
い
」
ｅ
ｔ
ｃ
…
。

　

い
ず
れ
も
日
頃
慣
れ
な
い
筋
肉
労
働
の
た

め
生
徒
の
疲
労
顕
著
。

⑵　

特
殊
事
情
・
課
題
・
引
率
所
感
等

・
日
々
の
経
過
に
つ
れ
各
種
問
題
が
勃
発
、

一
日
の
休
息
時
間
設
定
の
学
校
側
と
廠
側

と
の
差
が
大
き
く
改
善
を
要
求
す
る
な
ど

当
時
と
し
て
は
か
な
り
勇
気
の
あ
る
発
言

も
見
ら
れ
た
。
こ
ま
記
述
以
外
に
も
、
廠

の
従
業
員
に
よ
る
生
徒
に
対
す
る
暴
言
問

題
、
他
校
生
と
の
一
発
触
発
的
な
い
さ
か

い
、
負
傷
者
の
続
出
。

・
そ
れ
に
も
ま
し
て
戦
局
の
悪
化
に
よ
る
輸

送
バ
ス
の
欠
行
（
燃
料
不
足
）。
特
に
悪

天
候
時
に
は
軍
用
車
両
を
要
請
と
い
う
悪

条
件
の
中
、
こ
の
間
を
半
駆か

け
あ
し足

で
出
勤
と

い
う
事
態
に
陥
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

・
廠
所
在
地
は
地
形
の
関
係
で
、
当
初
は
敵

機
の
襲
来
が
少
な
か
っ
た
が
、
戦
争
末
期

に
は
頻
繁
に
爆
音
を
耳
に
す
る
こ
と
が
多

く
な
っ
た
。
記
録
に
よ
れ
ば
期
間
中
、
六

月
五
日
・
七
日
・
九
日
・
二
十
六
日
（
駅

付
近
に
着
弾
）
・
七
月
十
日
（
艦
載
機
来

襲
・
高
射
砲
で
応
戦
・
港
内
で
油
槽
船
被

弾
炎
上
？
）
な
ど
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
な

が
ら
日
夜
苦
闘
し
た
若
者
達
の
こ
と
が
綴
ら

れ
て
い
る
。

　

彼
ら
は
今
八
十
歳
を
前
に
自
ら
が
築
き
上

げ
た
平
和
を
享
受
し
て
い
る
。

　

こ
の
さ
さ
や
か
な
報
告
が
、
今
の
若
者
達

の
心
に
い
く
ら
か
で
も
響
く
こ
と
を
。
そ
し

て
戦
争
の
な
い
、
お
互
い
命
を
い
と
お
し
む

平
和
な
国
作
り
の
原
動
力
に
な
れ
ば
と
祈
ら

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

旧制耐久中学校　第 42期生同窓会　S56. 5. 10　広久にて

あ
の
日
・
あ
の
時

　

あ
る
青
春
の
軌
跡

同窓会のホームページURL　http://www.taikyu-h.wakayama-c.ed.jp/obroom/obindex.htm
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ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
明
け
快
晴
の
五
月
十
二

日
、
有
田
市
星
尾
の
鮎
茶
屋
に
て
、
ク
ラ
ス
会
を
十
一

時
半
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
四
年
の
同
窓
会
偲
会
の
あ
と
、
毎
年
、
各

地
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
き
た
ク
ラ
ス
会
も
第
三
十
回

を
数
え
、
参
加
者
は
、
昨
年
と
同
じ
二
十
八
名
で
し

た
。

　

歓
談
の
中
、
カ
ラ
オ
ケ
は
六
甲
お
ろ
し
で
盛
り
上

り
、
最
後
に
校
歌
を
斉
唱
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
年
三
月
、
学
徒
動
員
先
の
川
崎
航
空
機
、

高
槻
工
場
に
て
卒
業
式
を
し
て
か
ら
、
六
十
四
年
、
戦

中
、
戦
後
を
潜
り
抜
け
て
き
ま
し
た
の
に
生
存
者
が
多

く
（
七
十
％
余

り
）
八
十
才
位

ま
で
と
思
わ
れ

て
い
た
ク
ラ
ス

会
も
あ
と
二
〜

三
年
は
や
れ
そ

う
な
状
態
な
の

で
、
来
年
の
開

催
を
有
田
市
の

方
に
お
願
い
し

て
次
回
を
楽
し

み
に
、
一
同
帰

路
に
つ
き
ま
し

た
。角

谷　

耀
子

　

Ｊ
Ｒ
新
橋
駅
近
く
の
ビ
ル
地

下
の
居
酒
屋
九
州
郷
土
料
理
「
有ゆ

う

薫く
ん

酒さ
か

蔵ぐ
ら

」。
店
内
に
は
全
国
の
高

校
別
の
ノ
ー
ト
が
ぎ
っ
し
り
と

並
べ
ら
れ
、
そ
の
数
は
８
０
０

冊
を
超
え
て
い
る
。
自
分
の
高

校
の
ノ
ー
ト
に
名
刺
を
貼
り
、

卒
業
年
を
書
い
た
後
は
、
高
校

時
代
の
思
い
出
、
卒
業
後
の
近

況
な
ど
を
書
き
連
ね
て
い
く
。

ノ
ー
ト
は
故
郷
を
離
れ
た
見
知

ら
ぬ
同
窓
生
達
の
心
を
つ
な
い

で
い
る
。
昨
年
そ
の
様
子
が
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
で
放
映
さ
れ
る

と
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
が
30
分
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
番
組
を
制
作
し
た
。
新
聞

各
紙
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
今

話
題
の
「
高
校
同
窓
生
ノ
ー
ト
」

の
店
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
番
組
に
感
銘
を

受
け
た
下
野
会
長
は
、
す
ぐ
に

東
京
在
住
の
同
級
生
東
健
次
氏

に
「
果
た
し
て
我
が
耐
久
高
校

の
ノ
ー
ト
は
存
在
す
る
の
か
し

な
い
の
か
。
新
橋
ま
で
行
き
確

認
を
願
う
。」
と
連
絡
。
早
速
仲

間
と
共
に
店
を
訪
れ
た
東
氏
。

宴
の
後
半
、
旧
友
の
依
頼
を
思

い
出
し
た
東
氏
は
ノ
ー
ト
作
成

を
申
し
出
る
と
、
何
と
女
将
に

拒
否
さ
れ
た
と
い
う
。
ノ
ー
ト

は
店
側
が
用
意
す
る
た
め
費
用

は
要
ら
な
い
が
、
実
は
「
お
酒

を
飲
ん
だ
勢
い
で
ノ
ー
ト
は
作

れ
な
い
」
と
い
う
設
置
条
件
が

あ
っ
た
の
だ
。
や
む
な
く
二
日

後
の
2
月
26
日
、
再
度
店
を
訪

れ
た
東
氏
に
よ
り
、
よ
う
や
く

登
録
ナ
ン
バ
ー
７
７
１
「
耐
久

同
窓
ノ
ー
ト
」
が
作
成
さ
れ
た

と
い
う
運
び
だ
。

　

過
日
、
5
月
16
日
。
こ
の
日
、

関
東
耐
久
会
総
会
が
池
袋
に
て

開
催
さ
れ
、
総
会
参
加
後
の
夕

刻
、
ノ
ー
ト
作
成
の
功
労
者
東

氏
、
下
野
会
長
、
事
務
局
白
井

の
三
名
で
「
有
薫
酒
蔵
」
を
訪

れ
た
。「
耐
久
同
窓
ノ
ー
ト
」
と

感
動
の
初
対
面
、
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
を
記
入
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
デ
ジ
タ

ル
情
報
化
の
時
代
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ア
ナ
ロ
グ
で
あ

る
「
ノ
ー
ト
」
に
よ
り
繋
が
る

真
の
仲
間
達
―
。
こ
の
大
都
会

東
京
で
、
耐
久
高
校
同
窓
生
の

よ
り
深
い
交
流
と
つ
な
が
り
を

期
待
し
つ
つ
帰
路
に
つ
い
た
。

（
白
井
）

高
女
24
期  

ク
ラ
ス
会

高
校
同
窓
生
寄
せ
書
き
ノ
ー
ト
の
居
酒
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
有
薫
酒
蔵
」（
東
京
・
新
橋
）

◆ 地元、有田耐久会にご入会を！（お問い合わせは事務局 0737-62-4148）

株式会社ダンロップファルケン近畿
有田営業所

〒643-0005 有田郡湯浅町大字栖原字横田82
TEL.（0737）63-4001　FAX.（0737）63-2993
E-mail：62062631＠knk.dunlop-falken.co.jp

は

応援しています
　下 野 憲 英（高13期）

辛抱強く
　目指せ、甲子園！

球想会（高４期）
　　　上野山和夫
　　　橋本　佳己

耐　励　会
高４期ゴルフ同好会
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前
回
の
熱
海
で
の
会
合
か
ら
2
年
弱
今
回
は

関
東
と
関
西
の
中
間
点
で
と
の
申
し
合
わ
せ
で

静
岡
県
、
舘
山
寺
温
泉
に
集
っ
た
。（
4
月
12

日
（
日
）
〜
13
日
）

　

今
年
の
春
は
寒
さ
が
長
く
続
い
た
。
お
蔭
で

櫻
シ
ー
ズ
ン
を
例
年
よ
り
遅
く
ま
で
楽
し
め

た
。
静
か
な
湖
面
に
新
緑
と
櫻
の
花
が
映
え
て

流
れ
る
風
は
や
わ
ら
か
か
っ
た
。
「
春
宵
一
刻

値
千
金
」
や
な
ァ
と
誰
れ
か
が
呟
い
た
。

　

こ
こ
、
時
わ
す
れ
「
開
華
亭
」
の
大
広
間

で
、
夏
見
君
の
司
会
で
オ
ー
プ
ン
。

　

最
初
に
共
に
学
ん
だ
同
期
生
40
名
が
鬼
籍

の
人
と
な
っ
た
こ
と
を
伝
え
ら
れ
る
と
「
え

え
！
」
と
云
う
声
が
上
っ
た
。

　

友
の
冥
福
を
祈
っ
て
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
。
次

に
テ
ー
プ
で
後
輩
の
歌
う
校
歌
を
み
ん
な
で
歌

い
、
幹
事
か
ら
近
況
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
耐

久
高
相
撲
部
、
全
国
優
勝
の
立
役
者
栩
野
日
出

男
君
の
〝
乾
杯
〞
の
音
頭
で
一
気
に
会
場
が
盛

り
上
っ
た
。
こ
ん
な
に
気
の
楽
な
男
女
別
な
く

あ
の
と
き
は
○
○
だ
っ
た
な
ァ
と
か
健
康
の
こ

と
ま
で
、
も
う
少
年
少
女
時
代
に
帰
り
、
遠
慮

の
な
い
会
話
が
弾
み
、
み
ん
な
の
顔
が
輝
い
て

い
た
。

　

気
が
つ
く
と
2
時
間
も
過
ぎ
て
い
た
。

「
ふ
る
さ
と
」
で
お
開
き
、
こ
れ
で
終
ら
ず
部

屋
に
戻
っ
て
二
次
会
、
余
興
も
入
っ
て
賑
や
か

な
夜
が
更
け
て
い
っ
た
。
翌
朝
は
朝
霧
が
湖
を

流
れ
て
い
た
。
こ
こ
浜
名
湖
は
淡
水
と
海
水

が
混
ざ
っ
た
汽
水
湖
で
600
種
の
生
物
が
住
む
。

80
万
の
人
口
で
楽
器
と
自
動
車
の
町
、
浜
松
。

日
本
の
も
の
づ
く
り
の
拠
点
だ
。
今
〝
や
ら
ま

い
か
ス
ピ
リ
ッ
ツ
〞
運
動
で
街
づ
く
り
に
挑
戦

し
て
い
た
。

　

バ
ス
で
名
古
屋
城
を
見
学
、
本
丸
の
再
建
に

着
手
し
て
い
た
。
次
に
「
徳
川
園
」
を
散
策
し

た
。
「
露ろ

思し

雲う
ん
そ
う想

」
朝
の
露
は
昼
に
は
雲
と
流

れ
る
時
代
。
一
日
一
生
の
思
い
で
年
令
に
ふ
さ

わ
し
く
生
き
よ
う
と
誓
い
帰
路
に
つ
く
。

蔵
野　

圭
一

　

ほ
た
る
と
び
交
う
津
木
の
里
、
ほ
た
る
の
湯
に
て
高
校
第
七
期

生
同
窓
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
出
席
者
57
名
幻
想
的
な
ほ
た
る

の
合
戦
（
乱
舞
）
を
見
た
い
と
の
要
望
も
有
り
有
志
28
名
宿
泊
と

な
り
昼
の
部
夜
の
部
と
も
に
酔
痴
れ
る
事
が
出
来
ま
し
た
の
も
、

当
事
務
局
の
献
身
的
な
お
も
て
な
し
の
賜
と
感
謝
致
し
盛
会
に
終

わ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

当
日
俳
句
、
川
柳
等
を
募
り
ま
し
た
。
ご
拝
読
下
さ
い
。

（
Ｍ
・
Ｍ
）

　
　

牽
牛
と
織
女
も
集
う
ク
ラ
ス
会

　
　

久
方
に
会
え
る
幸
せ
恋
蛍

（
大
阪
市
）
浅　

井　

祥　

多　

　
　

旧
友
つ
ど
い
相
み
た
が
い
の
杖
に
な
る

　
　

手
鏡
の
中
で
二
匹
の
ほ
た
る
舞
う

　

（
広
川
町
）
森　
　
　
　
　

弘　

　
　

い
き
し
人　

蛍
と
な
り
て
舞
い
て
来こ

よ

　

（
和
歌
山
市
）
田　

中　

幸　

子　

　
　

孫
つ
れ
て
い
っ
し
ょ
に
渡
ろ
う
丸
木
橋

　
　

さ
わ
が
に
あ
け
び
私
も
待
っ
て
る

　

（
小
学
時
代　

初
恋
の
人
に
贈
る
）
実　

子　

　
　

・
戦
績
を
知
ら
す
球と

も友
逝
く
夏
寂
し 

 

（
佳
）

　
　

・
親と

も友
去
り
て
諸
行
無
常
に
涙
呑
む 

 

（
孝
）

速報

高
４
期

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
中
止
と
な
っ
た
21
年
度
同
窓
会
を

再
度
計
画
致
し
ま
し
た
。
ご
参
会
を
お
待
ち
し
て
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ホ
ス
ト　

四
期
な
に
わ
会

有
馬
温
泉
へ
！

10月
4日

5日

日

月

〜

心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
in
か
ん
ざ
ん
じ

背せ

な中
に
来
る
お
ね
だ
り
蛍
身
を
こ
が
す

高7期

高５期

浜名湖

「同窓会館建設」夢の実現にご理解とご協力を！

頑張れ母校  負けるな耐久

橋本印刷所
TEL 0737－62－2343

“連帯”耐久生

高校 22 期（昭和 45 年卒）
　3年 4組 クラス会

蔵  野  圭  一
（高 5期）

蔵　野　製　材　㈱
ホームセンタークラノ

湯浅町湯浅 2735－1
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過
日
４
月
18
日
、
耐
久
高
校
第
８
期

同
窓
会
が
湯
浅
城
で
あ
り
、
懐
か
し
い

面
々
と
久
々
に
快
談
し
ま
し
た
。
も
う

爺
さ
ん
、
婆
さ
ん
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
気
持
ち
は
高
校
生
。
大
阪
、

東
京
、
又
、
遠
方
か
ら
80
名
近
い
参
集

と
な
り
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
良
く
非
常

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
72
歳
と
い
う

と
、
お
互
い
に
余
生
を
ど
う
過
ご
す
か

と
か
、
健
康
の
話
と
か
が
中
心
に
な
り

ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
や
は
り
、
青

春
時
代
の
話
の
方
が
花
が
咲
く
よ
う
で

す
。

  

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
高
校
時
代
を
振

り
返
り
ま
す
と
、
故
柏
村
正
知
先
生
、

故
斎
藤
勇
吉
先
生
の
お
二
人
か
ら
の
影

響
を
強
く
受
け
た
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
柏
村
先
生
は
、
あ
の
〝
ゴ
ホ
ン
、

ゴ
ホ
ン
〞
と
咳
を
さ
れ
て
、
ヒ
ョ
ロ
リ

と
し
た
長
躯
で
、
数
学
的
論
理
学
を
熱

く
講
義
さ
れ
、
ま
た
人
生
に
つ
い
て
も

色
々
な
角
度
か
ら
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

日
記
交
換
を
通
じ
て
指
導
さ
れ
る
な

ど
、
よ
く
面
倒
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
色
が
黒
い
の
で
、
渾
名
が
〝
ゴ
ン

ボ
〞
で
あ
っ
た
斎
藤
先
生
に
は
、
絵
の

方
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
一
度
町

の
銭
湯
に
御
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

時
、
近
所
の
小
さ
い
坊
主
達
と
湯
の
浴

び
せ
っ
こ
を
し
て
遊
ぶ
お
姿
が
今
も
脳

裏
に
焼
き
付
い
て
お
り
ま
す
。
非
常
に

子
供
が
好
き
な
お
方
で
し
た
。

  
濱
口
梧
陵
の
伝
統
あ
る
耐
久
高
校

は
、
古
く
は
、
和
中
（
現
桐
蔭
高
校
）

と
の
試
合
に
広
村
か
ら
舟
を
出
し
て
行

っ
た
と
か
。
又
、
年
中
行
事
で
あ
る
遠

泳
で
、
鷹
島
ま
で
の
往
復
を
、
鱶
（
フ

カ
）
に
食
わ
れ
ぬ
よ
う
に
赤
フ
ン
を
し

め
て
泳
い
だ
と
か
。
こ
れ
は
広
の
旧
制

中
学
時
の
話
、
昔
の
Ｏ
Ｂ
の
知
る
話
で

す
。

  

同
窓
会
が
終
わ
っ
て
、
皆
で
湯
浅
町
の

行
灯
祭
を
観
に
行
き
ま
し
た
。
夕
闇
の

街
に
行
灯
の
灯
り
が
点
々
と
… 

本
当
に

想
い
出
深
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
同

級
生
の
中
村
君
の
古
民
家
ミ
ニ
チ
ュ
ア

作
品
も
、
誠
に
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し

た
。

　

こ
の
歳
ま
で
永
ら
え
た
命
を
大
事

に
、
又
、
逝
か
れ
た
友
を
胸
中
に
―
―
。

「
老
と
い
う
の
は
、
年
齢
で
は
な
く
心

で
あ
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
次
回
の
集

合
を
期
し
、
筆
を
措
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

中
垣　

宗
博

　

去
る
七
月
一
九
日
、
恒
例
の
昭
和

45
年
卒
業
の
三
年
四
組
の
ク
ラ
ス
会

が
和
歌
山
市
の
六
三
園
で
開
か
れ
ま

し
た
。
「
恒
例
の
」
と
書
い
た
の

は
、
私
達
の
ク
ラ
ス
会
は
平
成
元
年

か
ら
二
年
に
一
回
ず
つ
開
か
れ
、
今

回
で
十
一
回
目
に
な
る
の
で
、
「
恒

例
の
」
と
言
わ
せ
て
も
ら
え
る
の
で

は
な
い
か
、
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

こ
の
ク
ラ
ス
会
は
、
ホ
ス
ト
さ
れ
る

み
な
さ
ん
の
献
身
的
サ
ポ
ー
ト
に
負

う
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
す
が
、
そ

の
ク
ラ
ス
会
を
支
え
る
皆
出
席
の
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
達
の
存
在
も
勿
論
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
個
人
の
話
で
す
が
、
十
年
ぶ
り

位
の
出
席
だ
っ
た
た
め
、
ク
ラ
ス
会

が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
ど
ん
な
顔
を

し
て
ど
ん
な
話
を
し
よ
う
か
と
あ
れ

こ
れ
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
当

日
皆
の
顔
を
み
た
と
た
ん
、
そ
ん

な
取
り
越
し
苦
労
は
吹
っ
飛
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。
は
た
か
ら
見
る
と
み

ん
な
立
派
な
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
当
の
本
人
達

は
、
男
子
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
は

「
〜
君
」
、
女
子
に
は
旧
姓
で
「
〜

さ
ん
」
と
呼
び
合
っ
て
、
気
分
は
す

っ
か
り
高
校
生
に
戻
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
四
十
年
前
の
夏
休
み
に

行
っ
た
キ
ャ
ン
プ
の
話
を
し
た
り
、

ケ
ー
タ
イ
の
待
ち
受
け
に
写
る
お
孫

さ
ん
の
写
真
を
見
せ
合
っ
た
り
し

て
、
そ
れ
は
そ
れ
は
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
昼

の
十
二
時
か
ら
夕
方
の
五
時
ま
で
、

文
字
通
り
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
ク
ラ
ス
会
の

魅
力
は
何
と
言
い
表
し
て
よ
い
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
懐
か
し
い
と
い
う

か
、
人
生
の
出
発
点
に
戻
れ
る
と
い

う
か
、
出
席
す
れ
ば
い
つ
も
本
当
に

心
が
癒
さ
れ
る
思
い
が
致
し
ま
す
。

私
達
は
、
私
達
三
年
四
組
の
ク
ラ
ス

会
が
最
高
！
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

卒
業
生
の
皆
様
も
そ
れ
ぞ
れ
ご
自
分

の
ク
ラ
ス
会
が
最
高
！
と
思
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

私
の
こ
の
拙
い
一
文
が
、
お
一
人

で
も
多
く
の
方
々
に
と
っ
て
ク
ラ
ス

会
に
出
席
し
て
下
さ
る
よ
す
が
に
な

れ
ば
―
と
願
っ
て
い
ま
す
。

榎
本
一
恵

高22期

高8期

同
窓
会
の
想
い
出

恒
例
の
ク
ラ
ス
会
は
最
高
!!

3年4組

郵便振替口座の開設について（口座番号）00900-5-298293（口座名称）和歌山県立耐久高等学校同窓会（加入者払込局）湯浅郵便局
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（Ⅱ）作成費……①協賛金　　　②広告料
　　　　　　　　③本部支援金　④有田耐久会支援金
（Ⅲ）年間二回（２月・８月）発行［平成10年2月創刊］
　　　　（内容）学校の現況と同窓会本部・各支部の活動情報
　　　　　　　　及び各期同窓会の歩み等を紹介
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ホ
ッ
ケ
ー
部
は
、
平
成
九

年
に
数
人
の
有
志
か
ら
サ
ー

ク
ル
活
動
と
し
て
始
ま
り
、
十

年
に
は
同
好
会
、
十
一
年
に

正
式
に
部
と
し
て
認
め
ら
れ

た
歴
史
の
浅
い
ク
ラ
ブ
で
す
。

ホ
ッ
ケ
ー
と
い
う
競
技
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ス
テ
ィ
ッ
ク

と
い
う
用
具
を
も
っ
て
十
一
名
の
プ

レ
ー
ヤ
ー
で
得
点
を
競
う
ゲ
ー
ム
で

す
。
現
在
、
部
員
は
十
二
名
（
3
年

生
4
名
、
2
年
生
7
名
、
1
年
生
1

名
）
と
少
な
く
、
ま
た
ほ
と
ん
ど
の

部
員
は
、
高
校
に
進
学
し
て
初
め
て

ホ
ッ
ケ
ー
を
知
り
入
部
し
て
き
た
全

く
の
初
心
者
の
集
ま
り
で
す
が
、
キ

ャ
プ
テ
ン
を
中
心
に
楽
し
く
、
ま
た

厳
し
く
日
々
練
習
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

当
部
は
、
十
一
年
の
創
部
の
年
に

県
大
会
3
位
と
な
り
近
畿
大
会
に
出

場
と
い
う
輝
か
し
い
ス
タ
ー
ト
を
き

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
部
員
不
足
に

よ
り
低
迷
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
年
十
年
振
り
に
県
高

校
総
体
3
位
と
な
り
、
滋
賀
県
で
開

催
さ
れ
る
近
畿
大
会
出
場
が
決
ま
り

ま
し
た
。
近
畿
の
レ
ベ
ル
は
全
国
的

に
非
常
に
高
く
難
し
い
で
す
が
、「
と

に
か
く
一
勝
」
を
合
い
言
葉
に
今
ま

で
以
上
に
ハ
ッ
ス
ル
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
ま
だ
歴
史
も
浅

く
全
国
大
会
に
も
出
場
し
た
こ
と
の

な
い
チ
ー
ム
か
ら
う
れ
し
い
出
来
事

が
あ
り
ま
し
た
。
キ
ャ
プ
テ
ン
で
3

年
生
の
嶋
田
翔
君
が
Ｕ
―
18
（
十
八

才
以
下
）
日
本
代
表
候
補
選
手
に
選

出
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
一
次
選
考
会

は
、
全
国
大
会
常
連
チ
ー
ム
か
ら
105

名
の
参
加
。
見
事
そ
の
中
で
一
次
選

考
会
を
突
破
し
代
表
40
名
の
候
補
選

手
と
し
て
残
り
、
今
最
終
選
考
会

（
25
名
選
出
）
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
中
で

す
。
ぜ
ひ
、
日
本
代
表
選
手
に
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
ッ
ケ
ー
部
は
今
現
在
、
県
下
に

男
子
の
チ
ー
ム
数
は
少
な
く
マ
イ
ナ

ー
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、
頑
張
り
次

第
で
は
全
国
大
会
出
場
も
夢
で
は
な

い
可
能
性
の
高
い
ク
ラ
ブ
で
す
。
ぜ

ひ
、
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
人
の
入

部
を
待
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

顧
問　

秦　

記
久

『
編
集
後
記
』

　

若
人
の
熱
い
夏
が
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。
県
、
近
畿
、
全
国
大
会
に
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
競
技
で
活
躍
さ
れ
た
、
母
校

の
選
手
諸
君
の
敢
闘
を
称
え
ま
す
。

　

七
月
下
旬
、
国
内
四
十
六
年
ぶ
り
の

皆
既
日
食
が
起
き
ま
し
た
。
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
リ
ン
グ
と
と
も
に
「
黒
い
太
陽
」

が
姿
を
現
し
、
周
囲
に
は
白
い
コ
ロ
ナ

と
、
赤
い
炎
の
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
も
見
え

ま
し
た
。
太
陽
が
地
球
環
境
や
生
物
に

与
え
る
影
響
の
大
き
さ
が
、
さ
ら
に
明

ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
自
然
の
現
象
に
ふ
れ
る

時
、
昨
今
、
殺
人
・
放
火
等
凶
悪
な
痛

ま
し
い
事
件
が
連
日
の
ご
と
く
起
き
て

い
ま
す
が
、
自
己
中
心
的
で
は
な
く
、

人
間
も
自
然
の
一
部
で
あ
り
、
生
か
さ

れ
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
や
畏
敬
の
念

な
ど
今
一
度
原
点
に
立
ち
戻
り
考
え
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
と
し
て
町
活
性
化
の
た

め
に
長
年
御
尽
力
さ
れ
て
い
る
湯
浅
観

光
協
会
会
長
の
大
原
裕
氏
に
執
筆
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

関
東
耐
久
会
は
じ
め
各
期
同
窓
会
開

催
の
記
事
や
俳
句
・
短
歌
を
投
稿
さ
れ

ま
し
た
皆
様
方
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
寄
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
二
年
に
一
度
の
総
会
の
年

に
あ
た
り
ま
す
。
今
回
は
、
明
る
く
、

楽
し
い
「
お
笑
い
会
」
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
是
非
ご
参

集
く
だ
さ
い
。

　

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご
協

力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

寺　

田　

裕　

美

・
迷
信
を
孫
の
理
屈
が
撥
ね
返
す

・
真
白
の
儘
の
今
日
で
は
つ
ま
ら
な
い （

高
5
期
）

森　

沢　

春　

秋

・
夜
半
に
覚
め
窓
を
開
く
れ
ば
向
か
い
家
の

　
　
　
　
　
　
　
　

あ
か
り
点
り
て
月
円
か
な
り

森　

沢　

春　

秋

・
寝
苦
し
き
一
夜
明
け
た
り
新
茶
飲
む

（
高
女
22
期
）

（
高
女
22
期
）

（
高
20
期
）

そ

下　

野　

香　

代

・
詰
め
襟
の
君
に
会
お
う
と
回
り
道

　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ん
な
時
代
の
さ
ら
に
遠
退
く

　
　
　
　
　
　
　
　

▶ご投稿お待ちしています。〒643-0004  湯浅町湯浅1985　耐久高等学校・同窓会事務局 TEL（0737）62-4148

◎
8
月
2
日
、
小
樽
Ｃ
Ｃ
（
サ

ン
ク
ロ
レ
ラ
ク
ラ
シ
ッ
ク
）

で
完
全
Ｖ
を
達
成
し
た
高
校

生
プ
ロ
石
川
遼
君
の
優
勝
の

か
か
っ
た
2
．5
m
の
パ
ッ

ト
、
日
本
の
ホ
ー
プ
い
や
世

界
の
ホ
ー
プ
か
も
知
れ
ん
彼

へ
の
拍
手
は
云
う
迄
も
な
い
。

し
か
し
後
半
猛
追
し
て
き
た

ジ
ョ
ー
ン
ズ
が
一
歩
届
か
ず

パ
ッ
ト
を
外
ず
し
た
瞬
間
の

拍
手
は
一
体
何
だ
ろ
う
。
日
本

人
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
マ
ナ
ー
の

悪
さ
を
見
せ
つ
け
た
一
瞬
で

も
あ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も

「
Ｂ
Ｊ
と
一
緒
に
プ
レ
ー
出
来

た
こ
そ
の
勝
利
だ
っ
た
。」
と

相
手
を
称
え
抱
き
あ
っ
た
遼

く
ん
の
言
動
に
は
多
く
の

感
動
を
貰
っ
た
。
彼
の
更

な
る
飛
躍
に
こ
そ
皆
で
声

援
を
贈
り
た
い
も
の
で

あ
る
。

※
人
の
ミ
ス
に
手
を
叩
い
た
連

中
は
ゴ
ル
フ
を
す
る
資
格
が

な
い
。
と
は
友
人
の
弁
。

耐
励
会　

橋
本

（
高
４
ゴ
ル
フ
の
会
）

◎
今
度
は
ど
ん
な
か
な
…
…

同
窓
会
報
一
号
か
ら
毎
号
楽

し
み
に
フ
ァ
イ
ル
し
て
お
り

ま
す
。
特
に
カ
ラ
ー
刷
の
表

紙
は
圧
巻
で
す
。
編
集
に
携

わ
る
皆
様
ご
苦
労
様
で
す
。

在
京
女
子

　
◆
ご
献
金
に
感
謝

・
有
田
高
等
女
学
校
同
窓
会
様

・
有
田
高
女
29
期
匿
名

・
高
校
5
期
同
窓
会
様

・
高
校
8
期
同
窓
会
様

・
高
校
7
期
同
窓
会
様

（
本
部
及
び
有
田
耐
久
会
へ
）

・ 
郵
便
振
替
に
よ
る
、
ご
協

力
で
支
援
下
さ
っ
た
多
く

の
皆
様
に
も
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

絆 絆 
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
巻

部活OB・OGたちの 


